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すると、なかから きいろい いろをした あひるの ひなたちが 
げんきよく とびだして きました。
でも、すのなかの いちばん おおきな たまごだけ なかなか うまれて きません。

「ぼくたちの なかまですね。はじめまして。」
びっくりした あひるのこが、ふと すいめんを みると、そこに うつっていたのは、
もう みにくい あひるのこでは ありませんでした。
まっしろに ひかり かがやく はくちょうだったのです。

あひるのこが みずうみに まいおりると、
まわりにいた はくちょうたちが 
いっせいに ちかづいてきました。
「ああ、また いじめられる…。」
あひるのこが ぎゅっと めを つぶっていると、
あつまってきた はくちょうたちが 
やさしく いいました。
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あひるのこは、ずいぶん おおきくなって いました。
あたたかくなると、きもちも うきうきしはじめ、そっと つばさを はばたかせて みました。
すると、ふわりと からだが まいあがりました。
「ああ、とんだ。ぼくはとべるんだ!」

あひるの おかあさんは、まいにち まいにち たまごを あたため つづけました。
なんにちも たって、やっと うまれてきた こは
とても からだが おおきくて はいいろの けを していました。

なんと、ふゆの あいだに はねが ぬけかわり、
うつくしい はくちょうに すがたを かえていたのでした。
はくちょうは、うつくしい はねを ひろげると、
なかまたちと いっしょに おおぞらに まいあがりました。

しげみのなかで、いちわの あひるの おかあさんが すのなかの たまごを あたためて いました。
パリン パリン…
やがて、たまごが われる おとが しはじめました。
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おかあさんあひるは、みにくい あひるのこも ほかのこと おなじように かわいがって そだてました。
けれども、ほかの きょうだいたちや おとなの あひるたちが よってきて ばかに するのでした。

みずうみに まっしろい おおきな とりが いました。
「きれいだなあ。ぼくも あんなふうに なりたいなあ。」
あひるのこは、そのみずうみで およいだり もぐったりして、
ちいさなむしを つかまえて たべました。

「なんて みにくい あひるのこ だろう！」
みにきた きんじょの あひるたちが わらって いいました。
「きっと およげない しちめんちょうの こに ちがいないよ。」

そのうち、だんだん あたたかくなり、みずうみの こおりが とけはじめました。
みずうみにも むしや さかななどで あふれ、
あひるのこは おなかいっぱい たべられるように なりました。
ついに、はるが きたのです。

あきに なりました。
あひるのこの めのまえに 

おおきな みずうみが ひろがって いました。
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ねこと めんどりに おいだされて、あひるのこは 
また とぼとぼ あるき はじめました。
あひるのこは、なんにちも なんにちも たびを つづけました。

「あっちにいけ！みにくいやつめ。」
きょうだいたちは、あひるのこが ちかづくと わいわい おおさわぎです。
くちばしで つっついたり、えさを よこどり されたり…。
あひるのこは、まいにち いじめられて かなしくて たまりません。

さむい さむい ふゆが やって きました。
みずうみは こおりが はりはじめました。
あひるのこは、しげみに じっと うずくまって、きびしい さむさを たえしのびました。

しかし、みにくい あひるのこは とても じょうずに すいすい およぎ はじめました。
それをみて、おかあさんあひるは あんしん しました。
「やっぱり このこは あひるのこ だよ。こんなに じょうずに およげるのだから。」
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「おかあさん、ぼくは たびに でたいと おもいます。きっと、こんな じぶんでも なかよくしたいと 
 いってくれる ともだちが みつかるかも しれないから。」
「まあ、たびに でるなんて…。こわいものも たくさん あるのよ。」おかあさんあひるは とめましたが、
あひるのこは はんたいを おしきって でていきました。

「ぼくは ひとりぼっち…。」
くさむらをぬけ、もりのなかを あるきつづけると、
やがて いっけんの ちいさな いえを みつけました。

「かわいそうに…。どうしたら よいのかしら…。」
おかあさんは あひるのこを ふびんに おもい ためいきを つく ばかりです。

ねこが おこったように いいました。
「たまごを まいにち うめるのかい？ うめなきゃ なんの やくにも たたないよ。」
めんどりが いじわるそうに いいました。

そして、ゆうきを だして 
おかあさんに はなしました。

「おまえは なにが できるのかい。」
ねこが たずねました。

「およぐのが とくいです。」
あひるのこが こたえると、
「およぐのが うまくても

なんの やくにも 
 たたないよ。 

 ねずみが どれだけ 
とれるのかい。」
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あひるのこが とぼとぼ あるいていると、とつぜん めのまえに おおきな いぬが あらわれました。
いぬは、じいっと あひるのこを ながめると そのまま とおりすぎて いきました。
「ぼくが あまりにも みにくいから、いぬも ぼくのことが きらいなんだ…。」
あひるのこは、ますます かなしく なりました。

どこまでも あるきつづけた あひるのこは、つかれはてて ついに くさむらの なかで ねむって しま
いました。めを さますと、まわりで さわぎたてる こえが します。
「なんだ、この みにくいあひるのこは。」
かもたちが とりかこんで わらって いました。あひるのこは、あわてて にげだしました。

ドアの すきまから、あひるのこは そっと なかを のぞきました。
そのいえには ねこと めんどりが すんでいました。
「すこしの あいだだけ ここに おいて もらえませんか。」
あひるのこは、おずおずと たのみました。

あひるのこは、すいめんに うつる じぶんのすがたを みて おもいました。
「どうして ぼくだけ こんなに みにくいんだろう。」
そして、「どこかに じぶんと なかよく してくれる ともだちが いるかも しれない。」
と おもいました。


